
NPO法人日本パーキングビジネス協会（JPB）に、次代を担うフレッ
シュな副理事長が誕生する。山中直樹氏。26歳の時、現在社長を
務める株式会社アップルパークを立ち上げ、独自の駐車場・駐輪場
総合プロデュース業を推進している。持ち前のアイデアと行動力
でパーキング業界を牽引していく気鋭の経営者は、JPBにどんな
新風を吹き込むのか。
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森井 正式には今年5月の総会での承
認となりますが、このたび、山中直
樹さんがNPO法人日本パーキング
ビジネス協会（以下JPB）の副理事
長に就任することが内定しました。
そこで今日の対談では、まず、JPB
副理事長としての第一声、抱負をお
聞かせいただきたいと思っていま
す。今後、ご自分が協会の中でどの
ような役割を果たしていきたいと考
えていますか。 
山中 理事長のサポート役は大前提
として、現在の私案としては、JPB
のブランディング、知名度アップに
力を注いでいきたいと考えていま
す。JPBはコインパーキングの業界
ではわが国唯一の団体。それだけに
社会からの認知度を上げて、日本の
駐車場業界全体を牽引する存在にな
るべきではないかと以前から感じて

いました。そのために、私のような
世代が汗をかく必要があると思って
います。 
森井 JPBの会員企業には、山中さん
と同年代の比較的若い社長が率いる
会社が少なくありません。横のつな
がり、ネットワークをこれまで以上
に広く、深くしていけば、JPBが活
性化していくことは間違いない。常
に元気で、バイタリティーに溢れて
いる山中さんはその旗振り役として
適任ですよ。JPBのブランディング
を進めるために、具体的にはどんな
方策を考えていますか。 
山中 基本的なことですが、JPBで
の勉強会、委員会など会員が顔をそ
ろえる機会を増やし、外へ向けて知
名度をあげていく意識をもっていた
だきたいと啓発していきたいです。
初心に帰り、名刺をできるだけ多く
配って名前を広めていこうと呼びか
けたい。そのために、JPB内はもち
ろん、非会員企業や関連業界の団体、

企業などと接点が持てるような場を
増やしていくつもりです。 
森井 社会からの認知度を上げるた
めには、客観的に評価されるのに値
するクオリティが必要です。私は、
それをカタチにしたのが今年1月に
表彰を行った「 JPB 第1回パーキン
ググランプリ」だったと思っていま
す。そして山中さんは第1回の選定
委員を務め、第2回では選定委員長
という大切な役割も担っていただく
ことになっています。 
山中 第1回に続き、今度は委員長と
いう立場でパーキンググランプリに
携わることになり、身の引き締まる
思いです。 
森井 第1回のグランプリを振り返っ
てみて、一委員としてどんな感想を
持っていますか。 
山中 金賞を受賞された三井不動産
株式会社の「リパーク日本橋人形町
3丁目」は、ユーザー目線に立ち、場
内での分かりやすい誘導、広い車路

第2回パーキンググランプリ
選定委員長も兼任



030

第1回JPBパーキンググランプリの申請要領をまとめた文書。
応募された全駐車場は①遵法、②美しさ、③機能、④快適、と
いう選定基準で審査された（JPB応募書類より抜粋）

平成23年1月14日、JPBの賀詞交歓会冒頭で行われた第1回JPBパーキンググラ
ンプリの表彰式

幅、車室幅が確保され、車の運転に
不慣れな方も駐車しやすいコイン
パーキングでした。 
森井 そうでしたね。まさに三井の リ
パークさんが標榜する「駐めやすさ
はクオリティ」を実現していました。 
山中 表彰ということで順位はつけ
させていただきましたが。率直に
いって銀賞、銅賞、さらに2つのアイ
デア賞については品質が拮抗してい
て、本当に甲乙つけがたかった。お
かげさまで銀賞は弊社がいただきま
したが、他のどの会社の駐車場が銀
賞を獲ってもおかしくなかったと思
います。 
森井 第2回以降のパーキンググラン
プリで、上位に入賞するためのポイ
ントは何だと思いますか。 
山中 どんな付加価値を備えている
かがカギになってくると思います。
パークアンドライド、パークアンド

プレイ、あるいはパークアンドワー
クといった言葉どおり、今、駐車場
は、電車に乗って通勤する、遊ぶ、仕
事をするなど行動を起こす直前のス
ポットに位置づけられるようになっ
てきました。目的を遂行するスター
ト地点ともいえるわけです。 
森井 なるほど。 
山中 仮にそこで、服を着替えられる、
シャワーを浴びることができる、化
粧ができる、子どもを預けられるなど
の付加価値があれば車をパークした
後の主目的をもっと快適に行うお手
伝いができると思います。個人的に
は、今後の駐車場にはこうした傾向
が強くなっていくのではないかと。 
森井 従来の駐車場にはなかった施
設、機能を備えたコインパーキング
が、将来のパーキンググランプリに
はたくさんエントリーされることが
考えられますね。一体どんな駐車場

が生まれてくるのか楽しみです。 
山中 JPBはコインパーキング業界
唯一の団体であり、したがってパー
キンググランプリは、世界でも極め
て珍しい「駐車場を表彰する取り組
み」のはずです。会員企業、あるい
は非会員の企業さんも「いい駐車場
をつくりたい、つくらなければ」と
いう意識を持っていただくきっかけ
になればいい。私個人としては、将
来的には、アカデミー賞とか、建築
界におけるプリツカー賞（※）のよう
な権威を持つ表彰制度に育っていけ
ば本望です。いや、これはかなりマ
ジメにそう思っていますから。

※1979年にアメリカ人実業家のジェイ・プリツ
カーによって設立された。原則として一年に一人
の建築家を表彰。歴史は浅いが、建築界のノーベル
賞に例えられる程の権威を認められている。1985
年に安藤忠雄、2010年には妹島和世・西沢立衛
（SANAA）が受賞。
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第1回JPBパーキンググランプリで山中直樹氏
の株式会社アップルパークは銀賞を受賞

第1回JPBパーキンググランプリで金賞に輝いた三井不動産販売株式会社「リ
パーク日本橋人形町3丁目」

森井 やや語弊のある言い方かもし
れませんが、駐車場は土地があれば
誰でも始められる簡単な商売といえ
ます。いまだに砂利敷きの土地の上
をロープなどで区切って車室を設け
た、ずさんな管理状態の駐車場も存
在していますが、そのままではもち
ろんいけません。 
山中 確かに、残念なことですがいま
だにそのような駐車場も見受けられ
ます。そして、薄暗くて、人が少な
く、ともすれば犯罪が発生する場所
といったネガティブなイメージを持
つ人も少なくありません。 
森井 そのイメージを払拭する象徴
的な存在が防犯カメラですね。 
山中 そうですね。これは当社の駐
車場での話ですが、ある駐車場で精
算機を常時撮影するために設置し
ておいた防犯カメラが、夜中にその
駐車場の横で発生した若い女性を
狙ったひったくりの瞬間を録画して
いたんです。我々はその画像を警察

に提供し、捜査に協力することがで
きました。 
森井 ひったくり被害に遭った女性
には気の毒ですが、我々にとってそ
れは良いエピソードですね。路上で
発生する窃盗としてひったくりや車
上荒らしがありますが、コインパー
キングには防犯カメラがあるという
ことが犯罪者に徹底的に周知されれ
ば「薄暗くて、人が少なく、ともすれ
ば犯罪が発生する場所」ではなく、
「犯罪者には忌み嫌われる場所」にな
ります。しかも、コインパーキング
は街中のいたるところに点在してい
るのですから、すべてに防犯カメラ
が設置されれば「街の防犯拠点」と
いった意味合いが強くなります。 
山中 駐車場の内部はもちろん、その
周囲にすら悪人はいない。そんなイ
メージが世間に定着してくれるとい
いのですが。 
森井 防犯カメラといえば、ここ最
近、車両ナンバーの認識カメラの進
化には目を見張るものがあります
よね。従来に比べてかなり鮮明な
画像を録画できるようになりました

し、しかも価格も手ごろになってき
た。先日、東京ビッグサイトで開催
された防犯・防災アイテム見本市
のニュースによれば、それひとつで
360度全方位を監視する魚眼の防犯
カメラが展示されていて、何と10万
円未満というリーズナブルな価格が
付いていました。 
山中 それはすごい。先端のテクノ
ロジーを安価に提供できる日本の技
術力は素晴らしいです。 
森井 私がパーキングビジネスに携
わり始めた昭和38年、勉強のため
に都内の主な高級ホテルの駐車場を
見て回りました。あの当時は表向き
のホテルの格式は高くても、駐車場
は暗く、それこそ犯罪者が闇取引で
もやっていそうな雰囲気があったも
のです。それを思えば、こうしたセ
キュリティアイテムが開発されたと
いうのは隔世の感があります。こう
した優れた防犯カメラを、ぜひJPB
で推奨していきたい。協会の推奨と
なると、普及が加速していくはずで
すから。 

コインパーキングを
街の防犯拠点に
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路上駐車を減らし、その分をコインパーキングにまわすことで、渋滞緩和、街並みをきれいにす
るなどの副次効果にも期待できる 

明らかになると。
森井 駐車場というのは、車を所有し
ている人のプライベートな車庫と、
外出先で停める駐車場の2種類に大
別できますよね。そして我々が貢献
しているのは後者になる。一昨年の
JPBの調査で、具体的なコインパー
キングの全国分布、台数などが初め
て明らかになりました。業界唯一の
団体の責務として国土交通省にその
データを提供したところ、本当に貴
重なものであると感謝された経緯が
あったのです。
山中 2回目の調査は第1回調査と比
べると、何か変化が出てくるので
しょうか。
森井 ご存じのとおり、コインパーキ
ングの数は世の中の景気に左右され
る側面がありますよね。景気が良け
れば車の行動範囲が広がり、台数が
多く必要になってきますが、半面、
悪ければ車を使用するニーズが減少
し、新たなコインパーキングは不要
という判断が働く。また、路上駐車
の取り締まりが厳しい傾向にある地
域ではコインパーキングへの需要が
高まるので、その近辺では台数が増

山中 JPBが設立されて今年で8年目
ですね。現在の会員企業は110社く
らいで、そのうち、駐車場の運営・
管理をメインの事業としている会社
は80社程度。日本にある駐車場台
数はトータルで80万台程度で、その
うちJPB会員企業の台数は20万台
に及びます。それだけに、JPBが推
奨するモノの駐車場業界に対する影
響力は大きくなりそうですね。
森井 今の時勢ですと、一企業だけ
の取り組みでは限界があります。し
かし、スケールメリットを活かせば
物事はもっと円滑に普及できますよ
ね。既にある程度の結果が出始めて
いるのが、東京都から協力を要請さ
れた宅配業者のトラックの荷捌きス
ペース導入です。会員企業に協力し
ていただくことによって都内の路上
での荷捌きをする宅配トラックが減
少し、渋滞の解消、流通の支援、そ
して街の景観をきれいにするなどの

副次効果が生まれました。
山中 協会全体の取り組みでいえば、
直近の課題であるEV充電ステー
ションや自動二輪駐車場の導入など
の研究開発、推進を進めていますね。
森井 ええ。さらにカーシェアリング、
キャッシュレス・ロックレス駐車場
などもJPBが旗を振って普及に努め
ています。
山中 おっしゃるとおりですね。JPB
のスタンダードが日本のパーキング
業界のスタンダードになるというわ
けですね。

森井 パーキング業界といえば、一昨
年に初めて行った業界実態調査を、
今年から来年にかけて再度行う計画
を立てています。山中さんにはこれ
についても仕事をしてもらうことに
なると思います。
山中 前回同様、今回も調査会社にア
ンケート調査を依頼して行うのです
よね。我々民間企業が運営するコイ
ンパーキングの最新の実態が、また

JPBのスタンダードを
業界全体のスタンダードへ

用地オーナーに対しても
安心を担保する取り組み
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自動二輪整備は徐々に進んでいるが、それでもま
だ数は圧倒的に不足している

EV充電ステーション普及の課題についてもJPBが
担う役割は大きい。写真はEV急速充電器

えますが、取り締まりがゆるければ
その反対の結果になる。路上での不
法駐車が多くなり、コインパーキン
グの利用率が落ちて、やがて撤退す
る業者が出てきます。
山中 社会情勢や取り締まりの内容
によって変わってきますからね。景
気にある程度連動するという点から
いえば、第2回の調査ではコインパー
キングの数は、あるいは減少したと
いう結果になるかもしれませんね。
森井 ええ。しかし、どれだけ数の増
減があるにせよ、さっき話題になっ
たEV充電ステーションや自動二輪
用駐車場の整備を進めていくため
にコインパーキングが不可欠な場所
であるのは確実です。こうした調査
を行える機関は我々だけなのです
から、社会的な責務として遂行して
いかないといけない。そして、その
データを前回同様に国土交通省に提
供することによって、JPBと国土交
通省のつながりはさらに深まるはず
です。また、国交省だけでなく、他
の関連団体との情報交換や連携も
いままで以上に取りやすくなるで
しょう。
山中 そうなることでJPBの存在感
が増し、私が目指すブランディング、
社会からの認知度上昇にもつながっ
ていきます。好循環ですね。
森井 全国の実態調査だけでなく、コ
インパーキング用地として運営、管
理を任せる立場のオーナー様に対す
るケアも、我々の仕事だと考えてい
ます。
山中 確かに、あまり情報を持ってい
ないオーナー様のなかには、今現在、
運営･管理を任せている会社に対し
て不満を持っているが、それを直接

くるべき時がきているようですね。
これが貼られている企業のコイン
パーキングなら、ドライバーは快適
に愛車を駐められて、オーナーは安
心して運営・管理を任せることがで
きる、そんな信頼の証としてのマー
クを。こちらの絵柄についても皆ん
なで相談して決めようではありませ
んか。
山中 分かりました、ぜひやりま
しょう!

言えないままという人もいらっしゃ
ると聞いています。そういった方を
ケアする機関は、JPBを置いて他に
はありませんね。
森井 少なくともJPBの会員企業な
ら安心して運営・管理を任せられる
という周知を行いたい。そして万が
一、JPBの会員企業に運営･管理を
任せて何らかのトラブルがあった場
合には、JPBが乗り出して支援、問
題解決に当たる仕組みをつくるべき
ではと考えているんです。本来なら
万に一つでもあってはならないこと
ですが、それでもオーナー様にとっ
ては、そうした担保があるのは安心
できますから。
山中 それが実現すれば、世間一般の
イメージする「駐車場屋」ではなく
「駐車場業」へ近づくことができそう
だ。私が青写真を描いている、パー
キング業界全体の地位向上につなが
る取り組みだと思います。
森井 山中副理事長、こうした仕組み
の実際の制度設計についても期待し
ています。私が以前から考えている
JPBのマスコットマーク、本気でつ


